
一般質問

平成２６年（２０１４年）１月２６日 こだいら 市　議　会　だ　よ　り ６

教
育
・
文
化

道
路
・
交
通

環 境
下水道

 
幸
田
昌
之
議
員
（
公
明
）　

臼
学
校 

体
育
館
の
非
構
造
部
材
の
耐
震
化
工

事
の
状
況
は
。

　

渦
学
校
施
設
の
非
構
造
部
材
の
さ

ら
な
る
耐
震
化
が
必
要
だ
が
見
解
は
。

教
育
長　

臼
本
年
度
、
工
事
を
予
定

し
て
い
た
小
学
校
７
校
の
う
ち
、
強

化
ガ
ラ
ス
の
１
校
を
除
く
６
校
で
、

体
育
館
の
窓
ガ
ラ
ス
に
飛
散
防
止
フ

ィ
ル
ム
を
張
る
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　

渦
災
害
時
に
避
難
所
と
な
る
体
育

館
を
優
先
し
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の

耐
震
化
は
、
今
後
の
検
討
課
題
で
あ

る
。
窓
ガ
ラ
ス
の
飛
散
防
止
フ
ィ
ル

ム
対
策
は
被
害
の
影
響
度
等
か
ら
優

先
順
位
を
見
き
わ
め
て
検
討
す
る
。

 
小
林
洋
子
議
員
（
フ
ォ
）　

臼
グ
ラ 

ウ
ン
ド
の
ト
ラ
ッ
ク
１
・
２
コ
ー
ス

の
使
用
制
限
を
開
始
し
た
理
由
は
。

　

渦
ト
ラ
ッ
ク
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整

備
内
容
と
そ
の
頻
度
は
。

教
育
長　

臼
コ
ー
ス
の
傷
み
が
激
し

く
、
陸
上
競
技
の
大
会
等
の
使
用
時

子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
に
非
構
造
部
材
の

耐
震
化
を
拡
充
す
べ
き

中
央
公
園
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て

に
支
障
を
来
す
た
め
制
限
し
て
い
る
。

　

渦
年
１
回
、
土
の
か
き
起
こ
し
や

補
充
、
ロ
ー
ラ
ー
転
圧
等
の
大
規
模

整
備
を
行
い
、
年
２
回
、
く
ぼ
み
部

分
へ
土
を
補
充
し
整
地
す
る
な
ど
の

定
期
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
っ
て
い
る
。

 
小
林
洋
子
議
員
（
フ
ォ
）　

臼
教
育 

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
見
ら

れ
た
小
学
校
６
年
生
の
中
学
校
生
活

に
対
す
る
不
安
感
へ
の
対
応
は
。

　

渦
保
護
者
が
最
も
求
め
て
い
る
学

力
向
上
策
に
ど
う
応
え
て
い
く
か
。

教
育
長　

臼
部
活
動
体
験
等
の
直
接

的
な
交
流
の
ほ
か
、
小
学
校
の
テ
ス

ト
問
題
等
で
中
学
校
と
の
ギ
ャ
ッ
プ

を
少
な
く
す
る
工
夫
を
し
て
い
る
。

　

渦
小
・
中
連
携
教
育
の
中
で
行
う

共
通
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ほ
か
、
中
学
校

区
ご
と
に
内
容
を
定
め
て
学
力
向
上

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
学
校

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
人
的
な
支

援
を
初
め
、
各
校
の
課
題
に
応
じ
た

校
内
研
究
等
を
実
施
し
て
い
る
。

 
小
林
洋
子
議
員
（
フ
ォ
）　

臼
文
化 

財
に
対
す
る
予
算
と
主
な
内
容
は
。

　

渦
文
化
財
の
Ｐ
Ｒ
を
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
る
か
。

教
育
長　

臼
今
年
度
予
算
は
１
千
９

百　

万
７
千
円
で
あ
り
、
主
な
内
容

１６
は
文
化
財
保
護
審
議
会
の
委
員
報
酬
、

文
化
財
公
開
へ
の
謝
礼
、
民
具
収
蔵

庫
の
管
理
費
用
、
研
究
会
や
保
存
会

に
対
す
る
補
助
金
等
で
あ
る
。

　

渦
書
籍
の
刊
行
、
販
売
や
夏
休
み

の
小
・
中
学
生
向
け
の
体
験
講
座
、

教
育
に
関
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
を

ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い
く
か

市
の
文
化
財
に
つ
い
て

学
芸
員
に
よ
る
出
前
講
座
、
市
報
等

で
の
情
報
発
信
な
ど
を
通
じ
て
周
知

を
行
っ
て
い
る
。

 
山
岸
真
知
子
議
員
（
公
明
）　

臼
学 

校
図
書
館
の
開
館
状
況
と
学
校
図
書

館
協
力
員
の
配
置
状
況
は
。

　

渦
子
ど
も
た
ち
の
読
書
量
の
分
析

と
対
応
は
。

教
育
長　

臼
授
業
の
調
べ
学
習
で
利

用
す
る
ほ
か
小
学
校
で
中
休
み
と
昼

休
み
に
、
中
学
校
で
昼
休
み
と
放
課

後
に
開
館
し
て
お
り
、
週
３
日
、
学

校
図
書
館
協
力
員
を
配
置
し
て
い
る
。

　

渦
平
成　

年
度
の
教
育
に
関
す
る

２３

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
も
読
書
離

れ
を
認
識
し
て
お
り
、
昨
年
度
か
ら

小
・
中
連
携
教
育
の
共
通
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
し
て
読
書
マ
ラ
ソ
ン
を
実
施
す

る
な
ど
読
書
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

 
坂
井
や
す
の
り
議
員（
み
な
）　

学
級 

が
混
乱
し
、
学
習
環
境
が
乱
れ
る
な

ど
の
事
例
に
対
し
て
、
教
育
委
員
会

は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
か
。

教
育
長　

校
長
か
ら
学
級
の
状
況
等

を
詳
し
く
聞
き
取
っ
た
後
、
指
導
主

事
が
訪
問
し
て
、
学
級
の
状
況
や
担

読

書

の

力

で

子

ど

も

た

ち

の

心

を

育

も

う

い
じ
め
問
題
と
学
級
経
営
、
学
校
経

営
、
保
護
者
対
応
等
に
つ
い
て

任
の
指
導
に
つ
い
て
確
認
す
る
と
と

も
に
、
担
任
の
学
級
経
営
や
学
習
指

導
、
保
護
者
へ
の
説
明
等
に
つ
い
て

指
導
、
助
言
を
行
っ
て
い
る
。
保
護

者
会
で
出
さ
れ
た
意
見
も
確
認
し
な

が
ら
、
そ
の
後
も
校
長
と
学
級
の
状

況
に
つ
い
て
連
絡
を
取
り
合
い
、
引

き
続
き
指
導
、
助
言
を
行
っ
て
い
る
。

 
平
野
ひ
ろ
み
議
員
（
生
ネ
）　

臼
市 

の
小
・
中
学
校
の
い
じ
め
の
件
数
は
。

　

渦
い
じ
め
防
止
の
取
り
組
み
は
。

教
育
長　

臼
都
の
調
査
に
よ
る
と
、

平
成　

年
４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
い

２５

じ
め
の
認
知
件
数
は
小
学
校　

件
、

１７０

中
学
校　
件
で
、
合
計　
件
で
あ
る
。

９５

２６５

　

渦
教
育
活
動
全
体
を
通
じ
て
い
じ

め
は
人
権
侵
害
で
あ
り
、
許
さ
れ
な

い
行
為
で
あ
る
と
指
導
し
、
家
庭
等

と
も
連
携
し
て
い
じ
め
の
未
然
防
止

子

ど

も

の

た

め

の

い
じ
め
対
策
に
つ
い
て

に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
定
期
的
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
い
じ

め
の
早
期
発
見
等
に
努
め
、
合
わ
せ

て
児
童
・
生
徒
に
い
じ
め
を
み
ず
か

ら
の
問
題
と
し
て
考
え
さ
せ
て
い
る
。

 
橋
本
久
雄
議
員
（
虹
ひ
）　

臼
特
別 

支
援
教
室
モ
デ
ル
事
業
の
実
績
は
。

　

渦
特
別
支
援
教
育
に
か
か
わ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
実
績
は
。

教
育
長　

臼
平
成　

年
度
に
市
内
５

２４

校
に
あ
る
情
緒
障
害
通
級
指
導
学
級

全
て
で
通
級
指
導
学
級
担
任
に
よ
る

近
隣
校
支
援
を
実
施
し
、
児
童
・
生

徒
の
観
察
や
指
導
、
担
任
へ
の
助
言

な
ど
の
支
援
を
行
っ
た
。

　

渦
平
成　

年
度
に
は
小
・
中
学
校

２４

合
わ
せ
て　
校
で
活
動
実
績
が
あ
り
、

１３

日
常
生
活
や
学
習
活
動
に
お
け
る
介

助
や
指
導
な
ど
を
行
っ
た
。

特

別

支

援

教

育

の

一
層
の
充
実
の
た
め
に

 
山
岸
真
知
子
議
員
（
公
明
）　

臼
に 

じ
バ
ス
の
た
か
の
台
ま
で
の
延
伸
に

つ
い
て
こ
れ
ま
で
の
検
討
状
況
は
。

　

渦
た
か
の
台
本
通
り
を
逆
走
し
て

た
か
の
台
周
辺
地
域
の

諸
課
題
の
解
決
に
向
け
て

く
る
自
動
車
に
対
す
る
対
策
は
。

市
長　

臼
府
中
街
道
、
た
か
の
街
道

の
渋
滞
に
よ
り
定
時
性
の
確
保
が
困

難
で
あ
る
こ
と
、
道
路
幅
員
や
滞
留

場
所
の
状
況
か
ら
運
行
に
支
障
を
来

す
こ
と
な
ど
の
課
題
が
あ
る
た
め
具

体
的
な
検
討
は
さ
れ
て
い
な
い
。

　

渦
注
意
喚
起
看
板
を
設
置
し
、
進

入
防
止
を
図
っ
て
い
る
。

 
山
岸
真
知
子
議
員
（
公
明
）　

臼
自 

転
車
事
故
の
減
少
対
策
と
し
て
の
取

り
組
み
の
検
証
は
。

　

渦
小
平
市
自
転
車
安
全
利
用
条
例

の
策
定
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

市
長　

臼
市
内
の
自
転
車
事
故
は
減

少
傾
向
に
あ
り
、
特
定
の
施
策
で
は

自
転
車
安
全
利
用
条
例
を
策
定
し

自
転
車
安
全
利
用
日
本
一
を
目
指
そ
う

な
く
小
平
警
察
署
を
初
め
関
係
機
関

と
連
携
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
実

施
し
た
結
果
と
認
識
し
て
い
る
。

　

渦
道
路
交
通
法
な
ど
に
定
め
ら
れ

た
条
項
を
守
り
自
転
車
の
安
全
利
用

に
関
す
る
努
力
義
務
を
定
め
た
内
容

に
な
る
と
認
識
し
て
お
り
、
実
効
性

を
持
た
せ
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
現

時
点
で
の
制
定
は
考
え
て
い
な
い
。

 
滝
口
幸
一
議
員
（
フ
ォ
）　

臼
道
路 

管
理
に
か
か
わ
る
市
民
か
ら
の
要
望

の
過
去
５
年
間
の
実
績
は
。

　

渦
ど
の
よ
う
な
優
先
順
位
で
整
備

し
て
い
る
か
。

市
長　

臼
平
成　

年
度
が　

件
、　

２０

３４６

２１

年
度
が　

件
、　

年
度
が　

件
、　

２１６

２２

２５３

２３

年
度
が　

件
、
昨
年
度
が　

件
で
あ

１７９

１３６

る
。
主
な
内
容
は
舗
装
の
劣
化
に
伴

う
道
路
整
備
や
水
た
ま
り
等
の
道
路

排
水
の
改
善
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

渦
市
民
か
ら
の
情
報
も
含
め
、
舗

装
の
ひ
び
割
れ
や
耐
用
年
数
等
の
状

況
を
も
と
に
決
め
て
い
る
。

 
岩
本
博
子
議
員
（
生
ネ
）　

臼
改
正 

道
路
交
通
法
の
自
転
車
に
か
か
わ
る

内
容
と
利
用
者
へ
の
影
響
は
。

　

渦
自
転
車
を
利
用
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

市
長　

臼
道
路
右
側
の
路
側
帯
の
通

行
が
禁
止
さ
れ
、
ブ
レ
ー
キ
不
良
の

自
転
車
に
警
察
官
は
停
止
命
令
等
が

で
き
る
こ
と
に
な
る
。
交
通
管
理
者

か
ら
は
悪
質
な
運
転
手
へ
の
取
り
締

ま
り
を
強
化
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

渦
安
全
で
快
適
に
車
道
を
通
行
で

き
る
環
境
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る

た
め
、
連
続
性
の
あ
る
自
転
車
ナ
ビ

マ
ー
ク
の
設
置
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

道
路
管
理
の
優
先
順
位
を

透
明
化
す
べ
き
で
あ
る

改
正
道
路
交
通
法
の
施
行
に
向
け

自
転
車
利
用
が
し
や
す
い
環
境
整
備
を

 
幸
田
昌
之
議
員
（
公
明
）　

臼
小
平 

元
気
村
お
が
わ
東
の
北
門
か
ら
南
門

へ
は
見
通
し
が
悪
く
、
と
て
も
危
険

だ
が
対
策
は
。

　

渦
江
戸
街
道
の
小
平
市
側
の
歩
道

の
改
善
を
東
村
山
市
に
要
望
す
る
よ

う
お
願
い
し
た
が
、
現
在
の
状
況
は
。

市
長　

臼
北
門
の
出
入
り
口
に
停
止

線
と
「
止
ま
れ
」
の
文
字
を
標
示
す

る
等
の
対
応
を
し
て
お
り
、
道
路
反

射
鏡
の
設
置
も
今
後
検
討
し
て
い
く
。

　

渦
計
画
的
な
道
路
整
備
の
予
定
は

な
い
が
歩
道
の
路
面
の
劣
化
は
認
識

し
て
お
り
、
来
年
度
以
降
、
修
繕
工

事
に
よ
り
対
応
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

小
平
元
気
村
お
が
わ
東
と
萩
山
駅

周
辺
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

 
佐
野
郁
夫
議
員
（
政
和
）　

臼
野
良 

猫
の
苦
情
に
対
す
る
市
の
対
応
は
。

　

渦
野
良
猫
へ
の
無
責
任
な
餌
や
り

小
川
西
町
、
小
川
東
町
の

野
良
猫
対
策
に
つ
い
て

の
防
止
や
飼
い
主
の
責
任
と
ル
ー
ル

を
明
確
に
す
る
条
例
制
定
の
考
え
は
。

市
長　

臼
ふ
ん
尿
対
策
と
し
て
猫
を

寄
せ
つ
け
さ
せ
な
い
ア
ド
バ
イ
ス
を

し
た
り
、
不
適
切
な
餌
や
り
を
し
て

い
る
人
に
は
事
情
を
聞
き
、
適
切
な

餌
や
り
な
ど
を
お
願
い
し
て
い
る
。

　

渦
適
正
な
飼
育
方
法
を
広
く
普
及

さ
せ
る
こ
と
が
猫
に
よ
る
被
害
を
未

然
に
防
止
で
き
る
方
策
と
考
え
て
お

り
、
条
例
の
制
定
で
は
な
く
、
普
及

啓
発
に
粘
り
強
く
取
り
組
ん
で
い
く
。

 
吉
池
た
か
ゆ
き
議
員（
み
な
）　

臼
清 

掃
活
動
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
、

よ
り
多
く
の
市
民
に
参
加
し
て
も
ら

う
た
め
の
広
報
は
。

　

渦
ご
み
を
捨
て
さ
せ
な
い
た
め
の

予
防
に
な
る
施
策
は
。

市
長　

臼
市
報
と
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
行
っ
て
い
る
が
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ

デ
ィ
ア
の
活
用
も
検
討
し
て
い
く
。

　

渦
市
民
や
自
治
会
等
の
協
力
に
よ

り
毎
月
実
施
し
て
い
る
喫
煙
マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
充
実
の
ほ

か
、
ポ
イ
捨
て
禁
止
看
板
等
の
配
布

や
市
報
等
を
通
じ
た
啓
発
を
引
き
続

き
実
施
し
、
ご
み
の
発
生
抑
制
と
環

境
美
化
の
推
進
に
努
め
る
。

み
ん
な
で
つ
く
る
い
つ
も
き
れ
い
な

小
平
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

滑
中
央
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
ト
ラ
ッ
ク

葛
子
ど
も
文
化
財
体
験
講
座
で
ナ
イ

フ
形
石
器
を
つ
く
る
小
・
中
学
生

滑
小
平
元
気
村
お
が
わ
東
の
北
門
か

ら
南
門
へ
の
通
り

滑
花
小
金
井
駅
前
で
行
わ
れ
た
喫
煙

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

たかの台本通りへの進入を防ぐための注意喚起看板


